地域密着型サービス運営推進会議記録（第　3　回）

	施設名
	グループホーム花乃苑

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和　7年　8月　28日　　１０時００分　～　１０時４０分

	会場
	グループホーム　花乃苑　羽ノ浦

	[bookmark: _Hlk518036454]参加者
	利用者代表
	2人

	
	利用者家族代表
	０人

	
	民生員
	1人

	
	高齢者お世話センター
	１人

	
	市職員
	１人

	
	他事業所
	１人

	
	有識者
	０人

	[bookmark: _Hlk518036340]
	事業者
	１人



	報告事項
	1． 現状報告　
a）認知症対応型共同生活介護利用者（R7.8/28現在）

男性3名　女性15名　　合計18名
利用者平均年齢　87.5歳（75～97歳）
　　
　《要介護別》　要介護１（１名）要介護２（9名）　要介護３（1名）
　　　　　　　　要介護４（5名）要介護５（２名）

　　b）入・退居者　
　　　　
　　　　入退去なし

　　　　　　　　　
２．活動内容（7月～8月）
　　
　　誕生会、ドライブ、買い物、七夕、夏祭り


３．事故報告（7月～8月）
　　ヒヤリハット　４件発生
　　・移動介助中の転倒（軽い打撲や表皮剥離）3件
　　・就寝前薬を夕食後に介助してしまう　1件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．その他
　・7月職員研修（内部）“看取り介護に関する研修”
　・7/3生産性ビギナーセミナー受講
　・8月職員研修（内部）“身体拘束・権利擁護・高齢者虐待に関する研修”
・8/7避難所開設運営訓練の打ち合わせ会出席
・8/20　R7年度第1回ケアカフェ（多職種連携研修会）出席
・8月～実務者研修受講中　1名
・介護支援専門員更新研修受講中　2名


	議題①
	「身寄りのない方の対応について」

　これまで、当施設では身寄りのない方の入居受け入れは行っておりませんが、近年は「身元保証人になってくれる人がいない」という高齢者や単身者が増えています。各専門部会でも議題に上がり、先日、開催されたケアカフェでは研修会が行われました。今後、そういった状況の方の入居相談が入ることも想定されますが、その際はどのような対応をすれば良いか、本日、ご出席の皆様よりご意見をいただきました。

　（出席者の方より）

・以前に親類の成年後見人となり、最後は永代供養や墓じまいまで関わったことがあった。成年後見人になるには手続きも大変で、自分の預貯金等の資産状況についても報告の必要があった。

・身寄りのない方は成年後見人制度の手続をする等、早い段階からもしものことを考えて準備をすすめておく必要がある。

・民間に有料で身元保証を行ってくれる会社があるが、預貯金がない方には
　利用が難しい。

・仕事で身体が不自由な独居の方の自宅を訪問することがあるが、公的なサービス以外の親族等の支援がない方がいらっしゃる。

・生活保護を受けている方は公的な関わりがあり、疎遠であっても親族の連絡先が把握できている。

・グループホームの入居対象者は認知症であることが前提にあるため、利用契約等の手続きや、医療を受ける際の意思確認等、色々な場面で保証人が必要となる。

たくさんのご意見をいただくことができました。今後、身寄りのない方の入居相談があった場合は、まずは介護保険課の方に相談させていただきながら、対応していきたいと思います。














	
	

	その他


	
・次回の運営推進会議開催は10月末の予定




